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序

盛岡市は，本県最高峰の岩手山と秀峰姫神山を東西に望み，東北地方最大河の北上

川とその支流である雫石川|及び中津川の合流点に中心市街地が形成された人口約30万

人の岩手県都です。平成20年に中核市に移行し，北東北の拠点都市として歴史と文化

を活かしたまちづくりを推進しています。

当市内には，国指定史跡盛岡城跡，志波城跡をはじめとして，約780ヶ所の遺跡

が所在します。これら先人の残した文化遺産を保護し，後世に伝えていくことは，私

たち現代人に課せられた重大な責務です。それと同時に，地域開発と埋蔵文化財保護

との調和のとれた施策の確立は，今日的な課題となっています。貴重な遺跡が消滅す

ることは，誠に惜しいことではありますが，その反面，先人たちの生活や文化を明ら

かにし，私たち現代人の生活に大きな示唆を与えてくれることも事実です。

当市では，埋蔵文化財保護の見地から 開発等によってやむを得ず消滅する遺跡の

発掘調査を行い，記録保存する措置を講じて参りました。

本書は，盛岡中央消防署山岸出張所庁舎建設に伴い，平成25年度に堅急発掘調査を

実施した新茶屋遺跡の調査成果をまとめたものです。遺跡からは 縄文時代早期から

前期の土器や石器等が多数発見されました。特に縄文時代前期初頭の土器は，当市内

でも類例が乏しく 当市の歴史を明らかにするうえで 貴重な資料となりました。本

書が広く活用され，地域の歴史と文化を理解する一助になることを切に希望します。

最後になりましたが，発掘調査及び本書の作成にあたり，多大な御協力と御指導を

頂きました盛岡地区広域消防組合をはじめ，関係機関・各位に厚く御礼申し上げます。

平成 26年 10月

盛岡市教育委員会

教育長 千葉仁一



例

岩手県盛岡市山岸六丁目及び名乗地内に所在する新茶屋遺跡の発掘調査報告書である。1. 本書は，

2. 本調査は，盛岡中央消防署山岸出張所庁舎建築に伴い，記録保存を目的として実施した緊急発掘調

査である。

3.発掘調査は，平成 25年 9月 17日から 12月 10日まで実施した。調査面積は， 481rrl (対象面積 551rrl) 

である0

4. 発掘調査及び本書の編集・執筆は，盛岡市教育委員会遺跡の学び館菊地幸裕・鈴木俊輝が担当した。

を座標変換した調査座標で表示した。5. 遺構の平面位置は，平面直角座標X系(日本測地系座標)

-30，000.000 X ーーう土 ORX  調査座標原点

十 29，000.000Y 一一う::to RY  

6. 挿図中の高さは，標高値をそのまま使用している。

7.挿図中の土層図は，堆積の状況を重視し，線の太さを使い分けた。土層註記は，層理ごとに本文で

記述し，個々の層位については割愛した。

なお，層相の観察にあたっては， ~新版標準土色帖~ (1998 を参考にした。小山王忠・竹原秀雄)

8. 本書中の地図は，国土地理院発行 5 万分の 1 地形図「盛岡」及び『盛岡市都市計画整備図~ (平成元年)

を使用した。

関係機

関・各位から多大なご協力を頂いた。ここに記して謝意を表する次第である。

10. 本調査の一部については，現地公開等において報告しているものがあるが，本書の内容をもって正

山岸老人憩いの家をはじめ 39. 発掘調査及び本書の編集にあたって，盛岡地区広域消防組合，

式な報告とする。

11.本調査に関する出土遺物及び記録類は，盛岡市遺跡の学び館で保管・管理している。

12. 調査体制

盛岡市教育委員会〔調査主体〕

千葉教育長

盛岡市遺跡の学び館〔調査総括〕

寛袖上長査官

和文千田主幹兼館長補佐

秀文室野文化財主査査〕〔調

幸裕(調査担当者)菊地文化財主査

知弘津嶋文化財主査

雄一郎神原文化財主査

正香花井文化財主任

紀子佐々木文化財調査員

俊輝(調査担当者)鈴木文化財調査員

T字一

佳澄

田山

山岸

査

学芸調査員

主〔管理・学芸〕



文化財調査員 木幡里美

学芸調査員 山野友海
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I 遺跡の環境

1 遺跡の位置

岩手県盛岡市は，県土のほぼ中央部に位置する。北側を岩手町・葛巻町，東側を岩泉町・宮古市，南

側を矢巾町，西側を八幡平市・滝沢市にそれぞれ接している。岩手県の県都として，人口約 30万人，

総面積約 886.47km2を測る。

新茶屋遺跡は，JR山回線山岸駅から北に約1.5km，山岸六丁目及び山岸宇名乗地内に所在する。遺

跡南方の尾根向こうには，盛岡白百合学園が位置し，西方約1.Okm，桐清水地内を抜けて三ッ割に至る

ところには，岩手県営野球場が所在している。遺跡の北西には山林・原野が広がるが，その他は住宅街

になっている。

遺跡の範囲は，市道の西側に広がり，東西約 200ill，南北約 350ill，標高約 155~ 200 illを測る。

今次調査地点は，山岸老人憩いの家の東側に隣接し，現況は草地である。

屠牛場遺跡 日向遺跡

第 1図新茶屋遺跡位置図

新茶屋口遺跡

銭神沢遺跡



2. 地形及び地質

当市周辺は，北上帯の主要な境界である早池峰構造帯の西縁部にあり，北部北上帯と南部北上帯を含

む地域となっている。北部北上帯に属する山地は，中起伏山地の外山山地と小起伏山地の玉山山地に区

分され，南部北上帯には中起伏山地部と小起伏山地部の双方で、構成された手代森山地が属する。早池峰

構造帯は，中津川と米内)11及びその支流によって開析された中起伏山地の高森山山地L 小起伏山地の

朝島山山地，建石山山地の延長部に相当する四十四田丘陵などで構成されている。本遺跡は，四十四回

丘陵の南東裾に形成された崖錐性扇状地と谷底平野及び氾濫平野上に立地している。四十四回丘陵は，

小起伏山地の縁辺部に相当し，浅い谷による開析や周氷河作用による侵食によって正陵地に至っている。

遺跡周辺には，北上川によって形成された沖積層が広く分布している。このうち本遺跡は，角離を主

体とした砕屑物層で構成されており，遺跡南部には砂磯層も広がっている。

縄文

阻個中起伏山地

。縄文~古代 O 宮代 。中制

じコ岩君臨話 E 

o 1 :60，000 

↓…了 T一寸 7

2km 

斗

E 仁二]砂磁段目

にコ崖錐性扇状地仁コ鍾ZFじコ可原 仁コ自然堤防 仁コ泥流地形

第 2園 地形分類と周辺の遺跡
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3 周辺の遺跡

新茶屋遺跡が所在する四十四田正陵南端及び中津川・米内川流域には数多くの遺跡が分布している。

四十四回正陵南端部では，縄文時代の遺跡が主体をなしている。しかし，発掘調査等によって詳細が

判明している遺跡は多くない。

本遺跡の南方約1.Okmには，屠牛場遺跡が所在する。平成11年に個人住宅建築に伴う発掘調査が実施

された。調査の結果，縄文時代早期に帰属する竪穴 1基，土坑 1基，縄文時代早期以降に比定される土

坑7基，ピット群が検出された。また，縄文時代早期，前期，弥生時代，続縄文時代の遺物包含層も検

出されている。遺物包含層からは，縄文時代早期の沈線・貝殻丈土器を主体に，前期初頭の千鶏E式，

弥生時代の赤穴式，続縄文時代の後北Cz式の土器が出土している。

本遺跡周辺部においても縄文時代の遺物は確認されている。新茶屋遺跡の北方の歳の神遺跡，南方の

日向遺跡などで縄文時代早期の貝殻条痕文・刺突文土器が採集されており，銭神沢遺跡からは縄文時代

晩期の大洞C1式土器，弥生時代の天王山式及び赤穴式土器も確認されている。

本遺跡の南方約1.2kmtこは，永福寺山遺跡が所在する。 昭和40~ 41年に 3次にわたる発掘調査が行わ

れ，縄文時代の竪穴住居跡，土坑，古墳時代の土坑墓等の遺構と，縄文時代中期の土器，古墳時代前期

塩釜式の土師器，弥生土器，続縄文土器，勾玉，鉄製鎌等の遺物が検出された。分けても耳目を集めた

のは，古墳時代の土坑墓と，ここから共伴して出土した塩釜式土器と後北C2-D式土器である。両者の

並行関係については結論に至つてはいないが，当地域における古墳文化と続縄文文化の様相を解明する

うえで，大きな示唆を与える知見といえる。

新茶屋遺跡の北東約1.Okmには，名乗坂一里塚がある。名乗坂一里塚は，小本街道筋に築かれたもので，

現在では旧道東側の塚は浬滅し，西側の塚の一部が僅かに遺存しているのみである。

小本街道は，奥州道中から分岐して，薮川，岩泉，小友などを経て，小本(現岩泉町)へと通じる

脇街道である。部分的に大きく異なる箇所もあるものの，概ね，現在の市道，県道岩泉線，国道455号

線と一致，あるいはそれに沿っている。小本街道の変遷については，必ずしも明確にはなっていないが，

E保 4年の『南部領総絵図』や『通絵図』などによって道筋を確認することができるため，江戸時代初

期には整備されていたと推測される。

4. これまでの調査

新茶屋遺跡は平成4年度の第 1次調査を晴矢とし 5次にわたる試掘・本調査が行われている。

第 1次調査は， 1同清水土地区画整理事業に伴う試掘調査で，縄文土器が僅かに出土したのみで，遺構

は検出されなかった。

第2次調査は，山岸老人憩いの家建設に伴う調査で，平成6年に試掘調査を行い，平成7年に本調査

を実施している。当該調査では，縄文時代早期の土坑と焼土遺構が検出され，遺物包含層から縄文時代

早期中葉と前期初頭を主体に土器・石器が出土している。調査成果の一部は既に報告済みであるが，未

報告分については，本書に掲載している。

第 3次調査は，平成23年，消防庁舎建設に先立つ試掘調査で、ある。調査の結果，縄文時代早期~前期
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を主体とする遺物包含層が検出され，今次調査の実施に至った。第4次調査は，第 3次調査地点の隣接

地で，ここからも同様の遺物包含層が検出されている。

従前の調査及び周辺遺跡の状況等に鑑みれば，本遺跡は，縄文早期から前期を主体とする遺跡と想定

される。しかし，本調査の実施例が少なく，遺跡の様相は必ずしも明確にはなっていない。さらなる知

見の増加が期待される。

次数 年度
調査

所在地
面積

方法
調査原因

(rrl) 
調査期間 検出遺構・遺物

H4 試掘 山岸字j同清水 29外
土地区画 H4. 12. 3 

縄文土器数点
整理 ~12. 4 

2 H7 本調査 山岸六丁目 49-6
公共施設

531 
H7. 6. 27 土坑・焼土遺構(縄文早期) ， 

建設 ~8.10 遺物包含層(縄文早期~後期)

3 H23 試掘 山岸六丁目 46-11外
消防庁舎

150 
H23. 11. 15 遺物包含層(縄文早期~前期

建設 ~1 1. 16 -弥生)

4 H23 試掘 山岸六丁目 46-1外
H23. 11. 15 遺物包含層(縄文早期~前期

住宅建築 584 
~11. 18 -後期・弥生)

5 消防庁舎
H25 本調査 山岸六丁目 269-2 481 

H25. 9.17 
遺物包含層(縄文早期~前期)

(今次)
建設 ~12. 10 

新茶屋遺跡発掘調査一覧表
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E 調査経過

1 調査に至る経緯

新茶屋遺跡第 5次調査は，盛岡市山岸六丁目269-2外において，盛岡中央消防署山岸出張所庁舎建設

に伴って実施した記録保存を目的とする発掘調査(本調査)である。

調査対象地については，平成23年 9月に盛岡地区広域消防組合(以下 I消防組合」という)庁舎建

設準備室から庁舎建設に係る埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについて協議があった。隣接する山岸老人憩、

いの家建設に伴う本調査(第 2次調査)の結果を受け，当該地においても遺構・遺物が確認される可能

性があるため，平成23年 9月9日に発掘通知が提出された。これを受けて，盛岡市教育委員会(以下J当

委員会」という)遺跡の学び館では，平成23年11月に試掘調査(第 3次調査)を行ったところ，縄文時

代早期~前期及び弥生時代の遺物包含層が確認された。調査結果報告を受けて消防組合と当委員会とで

協議した結果，対象敷地内のうち，掘削を伴わない駐車場用地部分は現状保存とし，庁舎建築部分につ

いて記録保存を目的とした緊急発掘調査を実施することとなった。発掘調査は，当委員会が主体となり，

調査費用については，消防組合が負担することになった。

平成25年 6月11日に消防組合から発掘届が提出され，発掘調査を受託された当委員会が，平成25年9

月から12月まで実施した。調査終了後は，整理作業及び報告書作成業務を行った。

2. 調査方法

本調査は，事業地内のうち，庁舎部分の551nfを対象として実施した。調査面積は， 481nfである。

調査にあたり，本遺跡全域にグリッドを設定した。グリッドは，日本測地系平面直角座標X系のX

Y両軸に沿い， 50mを単位とした大グリッドを設定した。大グリッドは 2m四方の中グリッドで25X25

に分割し，さらに 4分割して 1m四方の小グリッドを設定した。グリッド名は，南北軸上を50mごと

にアノレファベット大文字，細分した 2mごとにアルファベット小文字を，東西軸上を50mごとと 2mご

とにアラビア数字を付した。小グリッドは中グリッドを4分割して北西から時計周りに番号を付し，両

者を組み合わせて， A1a1①， B2b2②， C3c3③， ・・・・， と呼称していった。

調査は，表土の除去から開始した。表土除去の結果，調査区域全面において遺物包含層が確認され，

その精査に着手した。調査では，グリッドに沿って土層観察用の畦(ベノレト)を設定し，層の堆積状況

及び面的広がりを確認しながら進めた。層位ごとに地形測量と検出状況の写真撮影を行し、記録した。出

した遺物は，小グリッドを単位として層位別に取り上げた。

遺物包含層中から焼土遺構 1基が確認されたものの，それ以外に遺構は確認されず，包含属を掘り上

げ，土層の堆積状況を実測し，地形測量を行って調査を終了した。

なお， 11月26日に，現地公開を行った。平日の開催にも係らず，地元を中心に40名を超える方々に来

跡頂いた。感謝する次第である。

7 



E 遺構と遺物

( 1 )層相

遺物包含層は，本調査区域全面で確認された。当

該地は，E:陵裾の谷底付近で，北西から南東に傾斜

していた。比高差は1.5m以上あった。南北方向に

数条の旧流路が認められ，その箇所が若干落ち込む

様相を呈していた。

包含層の属厚は約40~ 80cmを測る。堆積土は，

表土(I層)下の E層から暗褐色シルト層 (N層)

までの 3層から成り， うちE層を 3層に細分した。

H層は，黒褐色土を主体とする層である。地山の

黄褐色シノレト粒が僅かに含まれていた。比較的硬く締まった土層で，粒子も細かい。最大層厚は約20cm

を測る。

1 遺構

R F007焼土遺構

GI013グリッド内のN層上面で検出された。平面

は不整円形を呈し，径約0.4mを測る。被熱面は比

較的硬質で，熱浸透厚は約10cmを測る。掘り方は

認められず，周辺に付属施設等も検出されなかった。

2‘遺物包含層

@ 
n引『只

u
A
斗

〉
〈口ハ

寸刊のを十

。
ト ベ
一一てごごご〉九一基準標高値 160.300m

。 1 :40 m
 

第5図 RF007焼土遺構

llIa層は，黒褐色土を主体とする層である。明黄褐色のスコリア粒が含まれていた。黄褐色シノレト粒

も僅かに含まれていた。比較的硬く締まった土層で，粒子も細かい。最大層厚約25cmを測る。

llIb層は，黒褐色土を主体とする層であるが，色調はllIa属より僅かに明るい。明黄褐色を呈するスコ

リア粒が含まれていたが，含有率はllIa層より高い。黄褐色シルト粒も僅かに含まれていた。土質は硬

質であるが， llIa層より若干密度が低い。最大層厚は約25cmを測る。

llIc層は，黒褐色土を主体とする層である。色調はllIb層より暗くllIa層に近い。明黄褐色のスコリ

ア粒を多量に含まれており，含有率は皿層中で最も高い。他に，小離が若干含まれていた。土質はllIb

層に同様で、ある。最大層厚は約25cmを測る。

N層は，暗褐色土を主体とする層である。明黄褐色スコリア粒と小磯が多量に含まれていた。土質は

やや軟質で，粒子が粗い。密度も低く，全体的に疎い。最大層厚約20cmを測る。

口。
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第 6図遺物包含層
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第7図 遺物包含層グリッド別土器出土量

遺物包含層からは，縄文時代早期から前期を主体とする土器・石器が多量に出土している。全て破片

状態で，完形または復元可能な個体は認められない。層位別に概観すれば，出土量が最も多いのはllib

層で，全体の約70%以上を占める。次いで、頂c層が多く，皿a層がこれに続く。平面的な分布状況は，調

査区域北東から北西部，南東隅部付近が多い。特に顕著なのは，北東部である。上述のとおり，調査匹

内には旧流路が認められ，ここに出土量が集中している。恐らくは，上位から流路に沿って流入し，堆

積したものと推測される。

ハU
寸
l
よ



(2 )出土遺物

遺物包含層からは，縄文時代早期から前期に帰属する土器を主体に，縄文時代後期，弥生時代の土器

も一部含まれている。石器は，石鯨等の剥片石器と，蔽石等の牒石器が認められ，剥片・石核も出土し

ている。本書において，その全てを報告することは難しいため，各々の特徴が窺える遺物を抽出し，土

器は層位別に図示し，石器は器種別に構成して掲載した。

土器

1・2は，深鉢の口縁部である。ともに平縁で，口唇部に棒状工具の押圧による連続刻み目が施され

ている。胎土には繊維が多量に含まれている。 3・4は，横位の羽状縄文が施丈されている。胎土には

繊維，石英，砂粒が含まれている。 5は，単節縄文が施文され，胎土には繊維，細磯が含まれている。

6は，斜位の単節縄文である。胎土は比較的徴密で，砂粒，細牒が混入している。

14以降は皿 b属出土土器である。 14は，器外面に細し、粘土紐を貼付した微隆起線文 1条と角度の異な

る斜位の微隆起線文数条で幾何学文様を構成している。地文は器内外面ともに条痕文が施されている。

胎土は比較的撤密で，繊維は混入されていない。金雲母が多量に含まれている。 15は，横位の微隆起線

文 1条と斜位の微隆起線文数条で幾何学文様を構成している。横位の微隆起線文の下位には，条痕文が

施されている。器内面にも斜位の条痕文が認められる。胎土には砂粒と金雲母が含まれている。 16は14

と同様に，緩い角度の微隆起線文 1条と垂直に近い斜位の微隆起線文数条で文様を構成している。器内

外面ともに斜位の条痕文を地文としている。胎土には細磯と金雲母が含まれている。胎土及び色調が前

二者とは大きく異なっている。 21は，横位の微隆起線文 1条に斜位の微隆起線文で文様を構成している

が，文様が不明瞭であるために判然としない。器内外面ともに横位の条痕文を地文としている。胎土に

は金雲母が多量に含まれている。

17 ~ 31は，器内外面ともに浅い条痕丈が施されている土器である。 17・20・23は，器内外ともに斜

位の条痕文が施文されている。 20は，他の個体に比して器厚が薄く，胎土には小礁が僅かに含まれてい

る。 17の胎土には，細磯と金雲母が僅かに含まれている。 18・19・24は，器内外に横位の条痕文が施さ

れている。 18の胎土には，微量の細礁と多量の金雲母が含まれ， 19・24の胎土には，細牒と金雲母が僅

かに含まれている。 26は，器内外面ともに横位の条痕文で，胎土には多量の金雲母が含まれている。 27

~ 30は，横位の条痕文が器内外面に認められる。いずれも胎土には，細礁と少量の金雲母が含まれて

いる。胎土及び焼成が類似しており，同個体の可能性もある。 31は，器内外面ともに斜位の条痕文が施

文されている。胎土には，細磯，雲母，若干量の;J、離が混じっている。

32 ~ 34は，深鉢の口縁部である。 32・34は外傾して直線的に立ち上がるが， 33は僅かに外反している。

いずれも平縁口縁で，器外面に単節斜縄文が施文されている。口唇部には指頭状圧痕による連続刻み目

を施している。 357は，口唇部直下にも連続した指頭状圧痕が認められる。口縁部の器内面はナデの調

整が加えられている。 353・36には端部に指頭状圧痕が施されている。胎土には，細磯，繊維が多量に

混入している。 35も平縁日縁であるが，端部はやや内削気味に仕上げられている。 36~ 41は，平縁の

口縁部である。器形はいずれも外傾して直線的に立ち上がっているが， 37・38は，端部が外反している。

地文は単節斜縄文で，口縁端部まで器外面全面に施文されている。胎土には，細礁と繊維が多量に含ま

れている。 42は，平縁口縁で，端部は丸く仕上げられている。地文は結束のない羽状縄文で，胎土には，
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細碑i，石英，繊維が多量に含まれている。 43~ 50は，深鉢の体部である。いずれも，内奇気味で外傾

して立ち上がる器形である。 47・48は，体部下半部と思われるが，外傾角度が大きく，尖底底部を想起

させる。いずれも胎土には，多量の繊維と細礁が含まれている。

51 ~ 62は，羽状縄文を地文としている。 56は，結束のない羽状縄文で，口縁端部に刺突文が連続し

ている。 59~ 62は，結束のある羽状縄文である。

64 ~ 68は，平縁日縁で，体部からほぼ直線的に立ち上がり，口縁部が僅かに内脅する器形を呈して

いる。文様は，沈線，連続刺突文，原体側面庄痕文によって構成されている。口縁端部に刺突による連

続刻み目が施されている。その下位には，側面圧痕文2条と連続刺突丈を波状に 2段，上下反転させて

展開し，その頂部直下と谷部直上に原体側面圧痕による蕨手文を配している。文様帯は，横位の沈椋丈

と連続刻み目で区画されている。体部全体に羽状縄文が施されている。胎土には繊維が多量に含まれて

いる。また，細磯，少量の金雲母も混入している。

69 ~ 84は，皿 c層出土土器である。 69~ 75は，器内外面に条痕丈が認められる土器群である。 70

は器内外面ともに斜位， 74は横位に条痕丈が施され，胎土には，多量の細礁と金雲母が含まれている。

71・72・75は，外傾しながら直線的に立ち上がる器形を呈している。器内外面に条痕文が施されている

が，施文方向は一定しておらず，横位と斜位が混在している。胎土には少量の細礁が含まれている。金

雲母は微量しか混入していない。 76は，尖底深鉢である。底部は乳房形を呈し，尖底部は平底で，中央

部が窪んで、いる。体部は，ほぼ直線的に外傾しながら立ち上がっている。器外面には，全面にわたって

条痕丈が施されている。器内面にも条痕文が認められるが，剥離のため，全面に施されているか明確に

はしえない。胎土には，砂粒，金雲母と少量の石英が含まれている。品蝋住はほとんど認められない。

77 ~ 79は，深鉢の口縁部である。直線的に外傾しながら立ち上がり，口縁端部は僅かに外反する器

形を呈する。口唇部は，断面が角ばった平頭を呈している。文様は，器外面全面に単節斜縄文が施され

いる。胎土には，細礁と繊維が多量に含まれている。 81は，深鉢の体部下半部である。外傾して立ち上

がっているが，傾きが大きく，底部は尖底を呈する可能性もある。胎土には，細牒，繊維と微量の石英

が含まれている。 82は，深鉢体部で，結束のない羽状縄文が施丈されている。胎土は脆く，細磯，繊維，

石英が多量に含まれている。
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27(G10d6①-illb層)

30(G1015③司illb層)

28(G10j6②戸illb層)

31 (G1015③戸田b層)

29(G10j4②-illb層)

a、
町時. 二、

32(G10g7(];回目b層)
34(G10g7②-illb層) 35(G10q9①羽b層)

喝]
36(G10i8④-illb層)

37(G10e4④同盟b層) 38(G10j4② illb層)

39(G10g4④ー皿b層)

地 F
42(G10j2③岨b層) 43(G10h4④皿b層)

40(G10g7⑤一回b層)
41 (G10p9② illb層)

。 1 : 3 10cm 

第9図遺物包含層出土土器 (2) 
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石器

85.86は，石嫉である。 5点出土しているが，遺存状態の良い 2点を図示した。ともに無茎平基式で，

両面の周縁を調整している。 85は，先端部を欠損しているが，鍛身の形状は二等辺三角形を呈する。遺

存部分で，嫉身長約25.0mm，幅約13.1皿，厚さ約3.6mmを測る。 86は，刃部及び基部が丸みを帯びた形状で，

断面は菱形に近い形状を呈する。背腹両面の一部に剥離残存が認められる。ともに石材は頁岩である。

87 ~ 93は，石匙である。全て上部に摘み部を有する。 87は横形で，背面を調整して側縁部 3辺に刃

部を作り出している。 88~ 93は縦形である。 91・93は背面のみを調整し，その他は両面に調整が加え

られている。 88を除き，両側縁に刃部を作り出している。いずれも頁岩を石材としている。

94・95は，撞器である。 94は，両面を調整し，押圧剥離によって 2縁辺に刃部を作り出している。 95

は，背面のみを調整している。ともに石材は，頁岩である。

96 ~ 99は，石箆である。全て欠損またはまIJ離が認められるが，形状は長楕円形である。 96は，両面

に調整を施しているが，一部剥離残存が認められる。側縁は両面調整で刃部を作り出しているが，下部

の刃部は片面調整である。 98は，先端部を欠損しているが，両面調整で，一部剥離残存が認められる。

側円に両面調整で刃部を作り出している。チャートを石材としている。

100 ~ 111は，蔽打磨石である。本調査で出土した礎石器の主体をなす器種である。断面形状は長楕

円形または三角形を呈する。小口に蔽打痕を有し，側縁部に磨痕が認められるものが多い。 102・103は，

両側縁に磨痕を有するが，それ以外は片側縁のみである。石材は凝灰岩を主とし，一部花商岩も認めら

れる。

112 ~ 124は，剥片・石核である。 100点近く出土したが，その一部を図示した。石材は，頁岩とチャー

トが大勢を占め，黒曜石が一部認められる。
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N まとめ

新茶屋遺跡第 5次調査では，焼土遺構が 1基検出され，縄文時代早期から前期の土器，石器を主体に，

縄文時代後期，弥生時代の土器が含まれた遺物包含層が確認された。本章で、は出土土器について概括し，

後章の第2次調査結果との比較分析を含めて，本調査を総括する。

出土土器は，縄文時代早期から前期に帰属する土器が主体をなしている。

縄文時代早期の土器は，条痕丈土器が顕著である。条痕丈土器は，出土土器総体からみた出現率は

20.0%と，必ずしも突出した出土量ではないが，早期の土器の中では大勢を占めるものであり，本調査

を特徴づける土器の一群である。しかし，第2次調査においては，早期の土器の82.5%を員殻文系土器

が占めている。擢災資料があるために出現率は未確定要素があるものの，貝殻文系土器が顕著である点

は明確と言え，今次調査と対照的である。

本調査で検出された条痕文土器は，内外面条痕のみのものと，微隆起線文を伴うものに類型化できる。

条痕文のみの一群は，器内外面に横位または斜位に条痕が施丈されている。胎土には細礁と金雲母が

含まれているが，微隆起線文を伴う土器群より少量である。繊維は含まれていない。

微隆起線文は，横位または角度の緩い斜位に 1条貼付し，縦方向の微隆起線文数条を加えて文様を構

成している。条痕を地文としており，横方向の微隆起線文と平行に施文されている。器内面の条痕も外

面と同方向である。胎土には，多量の金雲母が含まれている点が特徴である。繊維は含まれていない。

この一群は，槻木 I式に相当すると考えられる。当該型式は，条痕文系土器の初頭に位置づけられてい

る。第2次調査及び本調査では，先行する貝殻文系土器も多数確認されており，本遺跡における両者の

連続性が想起されるものである。

縄文時代前期の土器は，羽状縄文系土器が主体をなしている。分けても特徴的なのは，口縁部に原体

圧痕と連続刻み目で波状に 2段施文し，その中に原体側面圧痕で蕨手文を施した土器群である。宮古市

千鶏遺跡に好例が求められ，報告書において千鶏 I式が設定されている。これは，上川名 E式，長七谷

地貝塚第E群に併行し，縄文時代前期初頭に位置づけられている。

県央部においては，雫石町桜松遺跡，滝沢市仏沢田遺跡，滝沢市湯舟沢遺跡6区などで類例が出土し

ている。本遺跡周辺においては，薬師杜脇遺跡から出土している。他例の多くは，原体圧痕と連続刻み

目で構成された波状文様の頂部及び谷部に原体圧痕による蕨手文を施しているが，本例では，蕨手文は

波状文様と波状文様の聞に 1つあるいは縦列に 2つ施文しており，文様構成が若干異なっている。桜松

遺跡では，波頂部に粘土の高まりを有するものや，波状口縁のものが出土しているが，本遺跡では確認

されていない。湯舟沢遺跡の例では，口縁部が直立または外反する器形も確認されているが，本遺跡で

は口縁部が内脅する器形を呈している。文様及び器形をみれば，むしろ宮古市千鶏遺跡の一部に類型が

求められるようである。

これに続くのは，口縁部が平縁で，器面全体に単節斜縄文や羽状縄文などが施され，胎土に繊維が含

まれている土器群である。

羽状縄文が施された土器群は，体部がほぼ直線，または若干内膏しながら立ち上がる器形を呈する。

口縁部は，直線的で，口唇部は丸く仕上げられている。底部は確認されていないため，器形全体は窺え

ない。文様の羽状縄文は，器外面全体に施されている。結束の有るものと無いもの o段多条を原体と

-24 



し幅の狭い文様帯を層状に重ねていくもの，太い原体を用いたものなどが認められる。胎土は比較的粗

く，多量の繊維が含まれている。これらの多くは長七谷地第E群に相当すると考えられる。

もう一つ特徴的な一群は， 口唇部に圧痕による連続刻み目が施され，単節の縄文を地文とするもので

ある。圧痕は，棒状工具によるものも若干認められるが，大半は指頭状圧痕である。器形は，体部が直

線的に外傾きしながら立ち上がり，口縁部に至り，端部が僅かに外反するものが多い。文様は単節縄文

を主とする。器外面全面に縄文が施され，ロ縁部に文様帯を有するものは看取されない。器内面の調整

はミガキが多く，一部は口縁部に指頭状圧痕も認められる。胎土は比較的精轍で，繊維を含むが，前述

の羽状縄文土器群に比して少ない。かかる類例は，滝沢市仏沢田遺跡などに求められ，早稲田第 6類に

相当すると考えられる。

従って，本調査で確認された縄文時代前期の土器は，千鶏 I式，長七谷地第E群，早稲田第6類に概

括される。かかる様相は，第2次調査においても同様で、あるが，千鶏 I式の土器が比較的多く出土して

いる点は，第2次調査に対する今次調査の特徴と言える。

第 2次・第 5次調査を総括すれば，本遺跡は，縄文時代早期中葉の貝殻文土器から前期初頭を主体と

すると推測され，当該地域における該期の様相は，明確になっていない点が多いため，当該期の変遷が

窺える資料といえよう。今後，さらなる資料の増加によって，本遺跡の様相や集落等の形成状況，ある

いは，周辺地域における本遺跡の位置づけ等が判明していくと思われる。新たな知見を待って，後考を

期すこととしたい。
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附章 新茶屋遺跡第2次調査

新茶屋遺跡第2次調査は，平成7年に実施した山岸老人憩いの家建設に伴う発掘調査である。

調査成果のうち，出土遺物の一部については，既に報告済み(盛岡市教育委員会 2000)であるが，

その他の成果については未報告である。本書は，第 5次調査の調査報告であるが，第2次調査地点は，

第5次調査地点に隣接しているため，両者は一連のものと捉えることができるとともに，第5次調査の

特徴をより明確にする比較資料として，第2次調査成果は有用であると考える。よって，本書において

報告することとする。

なお，平成12年12月に発生した盛岡市教育委員会文化財調査室火災によって，第2次調査の出土資料

及び図面等の記録類の一部は，擢災・焼失した。そのため，本稿では，残存した資料をもって報告する。

また，グリッド及び層位は，第 5次調査のそれとは具なることを予めお断りしておく。

1 .調査の概要

新茶屋遺跡第2次調査は，盛岡市山岸六丁目46番 9に所在する山岸老人憩いの家建設に伴う発掘調

査である。調査期間は，平成7年 6月27日から平成7年 8月10日までで，調査面積は，531niである。

施設建設計画に基づき，平成6年12月19日に試掘調査を実施したところ，縄文時代前期の土器等の遺

物と遺物包含層が検出された。これを受けて事業主体者の盛岡市から受託された盛岡市教育委員会が発

掘調査を実施したものである。

調査の結果，縄文時代早期の土坑，焼土遺構と遺物包含層，縄文時代早期から前期の土器等の遺物が

確認された。

2. 遺構と遺物

( 1 )検出遺構

土坑2基と焼土遺構6基が検出された。

土坑は，いずれも平面は不整円形を呈する。基底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

規模は，北側のRD001が径約1.1m，南側のRD002が径約2.2mを測る。

焼土遺構は， 6基検出された。区域内に点在しており，特に平面的な偏りは認められない。平面形は，

西側で検出された 3基が不整瓢形を呈し，東側の 3基が不整円形を呈する。被熱面は比較的硬質で，熱

浸透厚は，約 5~ 20cmを測る。

確認された遺構は，検出面等の状況から，いずれも縄文時代早期に帰属すると考えられる。
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(2 )遺物包含層

第2次調査では，縄文時代早期~前期，弥生時代中期の遺物包含層が確認された。包含層の層厚は，

約50~ 80cmを測る。層序は，表土・盛土(1 層)の下 II~町層から成り， うち H ・N層がそれぞれ，

a • b層の 2層に細別された。

E層は，黒褐色土層で，弥生土器が含まれている。困層は，黒褐色土層で，角離が含まれている。縄

文時代早期以降の土器が主体になっている。 Na層は，小磯・角離が多く含まれている黒褐色土層であ

る。特に層下位に小礁が著しい。町 b層は，黄褐色土層で，小磯・角磯が多く含まれている層である。

(3 )出土遺物

1 ~ 30は，貝殻丈土器である。体部から口縁部にかけて，外傾しながら直線的に立ち上がる器形を

呈する。口縁部が僅かに外反するものも認められる。口縁部形態は全て平縁で，口唇部は，外削，内削，

平頭の各形状が認められる。胎土には，細蝶，砂粒などが混入されており，石英が含まれているものを

ある。

1は，口唇部に員殻腹縁による刻み目が施され，口縁部には，横位の貝殻腹縁丈が施文されている。

2~4 は，口唇部に員殻腹縁による刺突が連続し，口縁部には 2段の爪形状刺突列が 2段に施文されて

いる。 2は，さらにその下位に斜位の貝殻腹縁文が施されている。 5は，口唇部に刻み目が施され，口

縁部には横位または斜位の貝殻腹縁文が施されている。 6・7は，口唇部に貝殻腹縁による刻み目が連

続し，口縁部には斜位の貝殻腹縁文が施されている。 8は，口縁端部に横位の貝殻腹縁文，その下位に

斜位の貝殻腹縁文が施文されている。 9は，口唇部が外削状で，貝殻腹縁文が施され，口縁部にも斜位

の員殻腹縁文が施されている。 10~ 30は，縦位または斜位の貝殻腹縁文が施されている。 23・28は，

尖底深鉢の体部下半から底部である。体部下半には貝殻腹縁文が施され，底部は無文である。

31 ~ 39は，貝殻丈，沈線文，棒状工具による押引文の組み合わせで文様を構成する土器群である。

31・33は，体部から直線的に立ち上がり，口縁部が緩やかに内奇する器形を呈する。口縁部文様は，沈

線丈と押引文によって 1>Jと 1<J状に施文している。 1>Jと 1<Jの交点には刺突丈が施されて

いる。その下位には沈線文と貝殻丈によって渦巻文が施文され，その中に刺突文が施されている。口唇

部の器内面には，貝殻腹縁による刻み目が施されている。 32は，口縁端部に横位の押引文が 1条施文さ

れ，その下位に沈線文と貝殻腹縁文によって，渦巻文などの文様を構成している。渦巻文の起点には円

点刺突丈が施されている。 34は，直線と曲線の沈線文と，その聞に横位の員殻圧痕文を多段に施丈して

いる。 35は，貝殻腹縁による押引文を連続させ，鋸歯状のモチーフとしている。 36・39は，押引文，沈

線丈，綾杉状の貝殻腹縁丈の 3要素で文様を構成している。下位に施文された 1条の押引文は文様を区

画する役割を果たしていると考えられる。 37は 2条の平行沈線による矩形と，その中に施された棒状

工具による押引文によって文様を構成している。体部下位は無文である。 38は，横位と斜位の沈線文と

貝殻腹縁文を多段構成している。

40 ~ 50は，器内外面に条痕丈が施される土器群である。胎土は比較的鍛密で，砂粒，金雲母が含ま

れるものが多い。 43は，横位の微隆起線文 1条と斜位の微隆起線文3条で文様を構成している。微隆起

線文の下位には，斜位の条痕文が施されている。 41は，器外面は斜位，器内面は横位の条痕文が施され

ている。金雲母の多量混入等の胎土の特徴及び焼成が43・50と類似しており，同類型の範轄に含まれる

可能性がある。 44~ 46は，器内外面ともに横位の条痕文が施されている。胎土には微量の金雲母が含
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まれている。 47は，器外面に斜位の条痕文が施されている。器内面にも条痕文の痕跡が認められるが，

摩滅が著しく，施文方向は判然としない。 48は器内外面に斜位， 49は横位の条痕文が施されている。と

もに胎土には多量の金雲母が含まれている。 50は，斜位の微隆起線丈 1条と，方向の異なる微隆起線文

数条で文様を構成している。その下位には斜位の条痕文，さらに下位では横位の条痕文が施されている。

器内面には，横位の条痕文が施されている。微隆起線文の施文部位の内面は，摩滅のため文様が判然と

しない。

51 ~ 87は，地文が縄文のみ，または羽状縄文の土器群である。 51は，深鉢の口縁部ある。口唇部には，

指頭押圧による小突起状の高まりが認められる。文様は単節斜縄文で，ノレーブp文が巡っている。胎土には，

繊維が多量に含まれている。細礁と多量の石英が含まれている点も特徴的である。 53は，深鉢の平縁口

縁で，口層部断面は，平坦に仕上げられた平頭状である。文様は単節斜縄文で，胎土には多量の繊維と

細蝶，石英，金雲母が少量含まれている。 56もルーフ。文が多段状に施されている。口縁は平縁で，口唇

部は丸みを帯びた内削状に仕上げられている。胎土には多量の繊維と石英が含まれている。 55は，体部

に0段多条縄文が施されているが，口縁部には原体の異なる斜縄文を施し，口縁部文様帯を作り出して

いる。 57は，体部が直線的に立ち上がり，口縁部が外反する器形を呈する。口縁部まで単節斜縄文が施

され，口唇部には原体圧痕が認められる。 58~ 63は，結束のない羽状縄文である。 60は o段多条の

原体を交互に施文して羽状縄文を構成している。器内面にはミガキ調整が施され，胎土は比較的精轍で，

繊維の混入量は少ない。 66~ 69・72は，結束のある羽状縄文である。 68・69は，細かい O段多条の羽

状縄文が施されている。胎土は比較的粗く，細礁と少量の石英，繊維が含まれている。

第 2次調査で出土した土器を概括すれば， 4種の土器群が主体となっている。第 1群は，員殻腹縁文

が施された土器群である。員殻腹縁による口唇部の刻み目，ロ縁部の爪形状刺突，体部全体に施された

貝殻腹縁文などの特徴を有するもので，寺の沢式に相当すると考えられる。第2群は，貝殻丈，沈線文

などによる押引文で文様を構成する土器群で，明神裏皿式に比定される。両群は，混在化して出土して

いるため，比較的短い時間軸に収束すると推測できる。当地域における該期の様相を窺う上で，大きな

示唆を与えるものである。

第3群の土器は，条痕丈を主体とする土器群である。分けても特徴的なのは，横位または斜位の微隆

起線文数条で文様を構成する土器で，槻木 I式に相当すると考えられる。第4群は，縄文または羽状縄

文を地文とし，胎土に繊維が含まれた土器群である。文様帯を形成するものは，ほとんど看取されず，

器外面全体に地文が施されている。羽状縄文は，単節または0段多条を原体とし，結束の有るものと無

いものが認められる。これらの多くは，施文の特徴から長七谷地第E群に類すると考えられる。その他

の土器についても，胎土や調整，文様などから，いずれも縄文時代前期の帰属が推測されるものである。
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第1図版

第5次調査区全景(北東から)

遺物包含層土層堆積状況



第2図版

2 

ミ

77 76 
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第5次調査遺物包含層(IIIb層)出土土器 (縮尺1: 3) 
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